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「資源ごみ」は、正しく出しましょう！

 飲み物などの缶やペットボトル

は、中身が残ったまま捨てると、

悪臭の発生や虫が集まったり、動

物に荒らされたりするおそれがあ

ります。

　中をすすいでから、資源ごみに

出してください。

※問い合わせは、

　　環境課　☎８３－２３６７

ごみを減らす４Ｒに取り組みましょう

道路交通の支障となる立木の伐採などのお願い

　近年、立木の成長により、道路を挟み山側および川側に生い茂り、倒木や落枝など、道

路交通の妨げとなり、事故の要因に繋がる危険箇所が点在しています。また、庭木の枝葉

がのびて道路上に張り出し、カーブミラーや道路標識の視界を遮るなど、年間を通して道

路に様々な支障を来しています。交通事故を未然に防止し、安全な通行を確保するために、

樹木を所有するの方は、立木の伐採、樹木の剪定、垣根・庭木の枝葉の剪定をお願いします。

　なお、草刈り機を使用する際は、飛び石など、周囲の状況に気を付けて実施をお願いします。

※問い合せは、建設課　☎８３－２３１７

「不要なものは断る・ごみを減

らす・繰り返し使う・再利用

する」の４Ｒ活動を心がけ、

ごみの減量と資源を有効活用

し、循環型社会の実現のため、

みなさんのご協力をお願いい

たします。
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～管内の特殊詐欺被害～

　 ５ 月 末 現 在 、 管 内 の 特 殊 詐 欺 被 害 認 知 件 数 は １ ０ 件 で 、 被 害 総 額 は 、 約

１億１，５４０万円です。

【電話会社や郵便局・他府県警察を名乗る詐欺の電話が急増しています】

（具体例）

①総務省などの公的機関や電話会社・郵便局などの職員を名乗る者から自動音声で

　・「まもなく、お客様の電話が使えなくなります。手続きが必要ですので、ダイヤル

　　○番を押してください。」

　・「お客様の荷物が届いています。」

　　などの電話があります。

②ダイヤル○番を押すと、電話会社を名乗るオペレーターに繋がり、「料金が未納です。

　詐欺グループの所持品の中にあなた名義の携帯電話がありました。詐欺の疑いがあるの

　でこの電話を警察に転送します。」

　などと申し立て、そのまま電話をつないでいると警察官を名乗る犯人へ電話が代わり、

　ラインなどでの連絡を指示される。

③ＳＮＳのビデオ通話上で「警察手帳」や「逮捕状」などを提示して、本物の警察官と信

　じ込ませて個人情報や家族構成、口座情報などを聞き出し「無罪を証明するのにあなた

　名義の口座からお金の流れを確認する必要があるので、これから話す口座にお金を振り

　込んでください。」などとだまし、お金を要求する。

【注意】

★警察官や検察官など公的機関の職員が

　・「国際電話番号または非通知で電話をかける」

　・「ＳＮＳのメッセージ機能やアプリの通話機能を連絡する」

　　ということはありません。また、お金を要求することも絶対にありません。

【対策】

　・「非通知電話」、「知らない番号」、「国際電話＋などからはじまる番号」には出ない。

　・もし、電話にでてしまっても、話をせずにすぐに電話を切る。いかなる場合でも、電

　　話やメール、ＳＮＳなどでお金を要求された場合は、お金を支払う前に家族や警察に

　　相談しましょう。

※問い合わせは、青梅警察署　防犯係　☎２２－０１１０（内線２１６２）

青梅警察署からのお知らせ
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